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【内容要旨】（1,200 字以内） 
 
背景：悪性神経膠腫は予後不良の疾患であり、術後再発がその理由の 1つである。腫瘍
中には癌幹細胞が存在すると考えられているがこれは化学放射線療法に抵抗性のため

手術で切除することが重要であり、癌幹細胞が再発に関与すると考えられている。現在、

癌幹細胞を術前の画像診断で推測することは難しい。癌幹細胞は休眠状態の細胞と考え

られているが一方でその機能維持に糖代謝、特にグルコーストランスポーターによる糖

輸送が重要な役割を果たしており、癌幹細胞では糖代謝が優位に亢進していることが予

想される。癌幹細胞を術前の画像診断で推測するために FDG/Methionine(MET) index 
PET imagingを考案した。これは別々に施行された FDG-PET検査とメチオニン PET
（MET-PET）検査から作成したもので、FDG-PET画像をMET-PET画像で除するこ
とで糖代謝が優位に亢進した領域を観察でき、癌幹細胞の存在を推測できる可能性があ

ると考えた。本研究の目的はこの FDG/MET index imaging を用いて神経膠腫の評価
を行い、有用性を検討するものである。 
 
対象と方法：2012年 4月から 2021年 3月に山形大学医学部附属病院で治療されたグ
レード(G)2~4 の神経膠腫症例のうち、術前に PET 検査が施行された 110 例を対象と
した。病理診断結果と癌幹細胞のマーカーとして CD133免疫染色の陽性率を参照した。
FDG/MET index imagingは FDG-PET画像と MET-PET画像をワークステーション
上で重ね合わせ、ボクセルごとに SUVを除して FDG/MET SUV ratioを算出し画像化
した。腫瘍内の 3 箇所に小円形の関心領域を設定し SUVmax、SUVmean を計測し、
正常対照部の SUV で除することで T/Nmax 、T/Nmean(T：tumor、N：正常対照)を
算出した。統計解析は神経膠腫のグレード間の差を多重比較、傾向性検定で比較した。

また CD133 陽性率が参照できた 33 例に関して T/Nmax および T/Nmean と CD133
陽性率との相関について検討した。 
 
結果：T/Nmax、T/Nmeanについて神経膠腫 G2～4の 3群間で差を認め（T/Nmax、
mean とも p<0.001）、グレード間では G2 と G3、G3 と G4 との間に差を認めた
（T/Nmax、meanとも p<0.001）。傾向性検定では有意差を認め（T/Nmax、meanと
も p<0.001）、高グレードなほど SUVは高い傾向にあった。SUVと CD133陽性率と
の間に正の相関を認めた(T/Nmax: R=0.473、p=0.005、T/Nmean: R=0.456、p=0.008)。 
 
結語：FDG/MET index imagingは神経膠腫の悪性度評価に有用であり、糖代謝優位な
領域の評価を介して癌幹細胞を評価できる可能性が示唆された。（1197文字） 




